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1.管理機能へログイン 

管理機能へログインする手順を説明します。 

 

(1) Webブラウザで管理機能（ https://neo-gi.magicconnect.net/ ）を開きます。

 

 

マジックコネクトホームページ（https://www.magicconnect.net/ ）からも管理機

能を開くことができます。 

 

https://neo-gi.magicconnect.net/
https://www.magicconnect.net/
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メンテナンス情報などのお知らせがある場合、下記のように表示されます。 

 

「▼もっと見る」が存在する場合、選択するとより多くの情報が表示されます。 

 

各お知らせや「お知らせ一覧」を選択すると、詳細を確認できます。 
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(2) 「アカウント管理者」のユーザ名とパスワードを入力し、「ログイン」を押します。 

 
 

アカウント一覧表には「管理者用アカウント」と「一般ユーザアカウント」とが記載されていま

す。「管理者用アカウント」が「アカウント管理者」に該当します。 
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ログインに成功すると、管理機能のメニューが表示されます。 

 

 

 

仮パスワードから変更していない場合、パスワードの変更を求められます。 

自分だけが知る新しいパスワードへ変更してください。 
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利用する管理機能を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログインしたアカウント種別が表示されます。 

アカウント管理者でログインしたため、アカウント管理者と

表示されます。 

 

パスワード変更 

管理者用アカウントのパスワードを変更できます。 

 

グループ化接続構成 

管理下の一般ユーザの接続構成を閲覧・編集できま

す。 

 

ユーザ管理 

管理下の一般ユーザのパスワードを変更、アカウン

トの接続条件を変更、アカウントロックを手動解除

できます。 

アクセス履歴 

管理下の一般ユーザのアクセス履歴を閲覧できま

す。 

 

管理機能利用設定 

本アカウント管理用画面にログイン可能な IP アドレ

スを制限、多要素認証の設定、サブアカウント管理

者を管理、アカウント管理の操作記録を確認できま

す。 

 

ログアウト 

管理機能からログアウトします。 

注意) 上記画面は「アカウント管理者」としてログインした場合の画面です。 

「一般ユーザ」でログインした場合には、下図のような機能制限された画面になります。 
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2.アクセス履歴の表示 

本機能を利用することでユーザがマジックコネクトを利用した際のアクセス履歴を確認できます。 

 

2.1. アクセス履歴を表示する ................................................................................................................ 11 

2.2. 認証エラーの履歴を表示する ........................................................................................................ 15 

2.3. ビューア・クライアント間の接続履歴を表示する ......................................................................... 16 

2.4. 利用時間をユーザごとに表示する ................................................................................................. 17 

2.5. 利用時間を日ごとに表示する ........................................................................................................ 21 

2.6. アクセス履歴ダウンロード(CSV 形式) .......................................................................................... 23 
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(1) アクセス履歴画面を表示するには、トップ画面からアクセス履歴をクリックします。 
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(2) 「表示年月」をクリックします。 

 

 

(3) 表示する月をクリックします。 
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2.1. アクセス履歴を表示する 

アクセス履歴を表示するための基本的な手順を説明します。 

 

■ ユーザを選択する 

(1) 「ユーザ」をクリックします。 

 

 

(2) アクセス履歴を表示したいユーザを選択します。テキスト入力により検索で絞り込むことも可能

です。 

 

 

 

  

ユーザを検索で絞り込むことも可能です。 

注意) 管理下に 5000 アカウント以上存在する場合は、アカウントの一覧が表

示されません。確認したいユーザを検索することでユーザを指定できます。 

 

ユーザを検索してください。 
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■ ビューアの履歴のみ表示する 

 

ビューア（手元端末で動作するプログラム）がマジックコネクトサーバへ接続した履歴のみを表示し

ます。 

この表示状態では、各行の背景色はすべて薄橙色です。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

※ ビューアアプリのバージョンが 8.2r1 未満の場合、 MAC アドレスは空欄になります。 

8.2r1 以降であっても、iOS と Android の場合、OS の制約から MAC アドレスは固定値「02-00-00-

00-00-00」になります。 

 

  

ビューアの履歴のみ表示されます。 

「接続元アドレス」は、ビューアが動作する端末のグローバル IP アドレスで

す。 

「MACアドレス」はビューアが動作する端末の MACアドレス（※）です。 
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■ クライアントの履歴のみ表示する 

クライアント（接続先機器（対象機器、オフィス PC）で動作するプログラム）がマジックコネクトサ

ーバへ接続した履歴のみを表示します。 

この表示状態では、各行の背景色はすべて白色です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ クライアントプログラムのバージョンが 8.2r1未満の場合、MACアドレスは空欄になります。 

 

 

  

クライアントの履歴のみ表示されま

す。 

「接続元アドレス」は、クライアントが動作する端末のグローバル IPアドレスで

す。 

「MACアドレス」はクライアントが動作する端末の MACアドレス（※）です。 
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■ ビューアとクライアントの両方の履歴を表示する 

 

ビューアとクライアントのそれぞれがマジックコネクトサーバへ接続した履歴を混在させて表示しま

す。 

この表示状態では、各行の先頭に「種別」の列が追加されます。 

「種別」が「viewer」の行は、ビューア（手元端末）の履歴です。この行の背景色は薄橙色です。 

「種別」が「client」の行は、クライアント（接続先機器）の履歴です。この行の背景色は白色です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

先頭列に「種別」が追加されます。 
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2.2. 認証エラーの履歴を表示する 

マジックコネクトサーバの認証に成功した履歴だけでなく、認証エラーの履歴も含めて表示すること

が で き ま す 。 こ れ に よ り 、「 認 証 結 果 」 の 列 で 認 証 結 果 が 確 認 で き ま す 。 

 

⚫ 「認証結果」が「成功」の行 

認証に成功した履歴です。 

⚫ 「認証結果」が「失敗：」で始まる行 

認証エラーの履歴です。 

「：」に続くメッセージが「認証エラーの理由」を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「認証エラーの理由」に対処する方法は、マジックコネクトホームページ 

（ https://www.magicconnect.net/ ）より、[お客様サポート]-[マニュアル]-[ご利用中のトラブル関連]にあ

る「接続時に認証エラーが発生した場合の対処方法」をご覧ください 

「認証結果」を確認できます。 

https://www.magicconnect.net/
http://www.magicconnect.net/support/manual/mc_auth_error.php
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2.3. ビューア・クライアント間の接続履歴を表示する 

ビューア（手元端末）からクライアント（接続先機器）への接続で利用された、リモートデスクトッ

プや WOL 等のリモート操作アプリの履歴を表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

拡張表示される部分 

 

左から順番に以下の情報を表します。 

- 接続元ビューア/接続先クライアントのユーザ名 

（異なるユーザ間の接続では、強調表示されます。） 

- リモート操作アプリが使用したポート番号 

  （通常、リモートデスクトップの場合は「3389」、 

WOLの場合は「5009」です。） 

- ビューア・クライアント間の接続開始日時 

- ビューア・クライアント間の接続終了日時 

- 接続元ビューア/接続先クライアントのグローバル IPアドレス 

- 接続元ビューア/接続先クライアントの MACアドレス 

ここをクリックすることで画面上

で表の詳細が確認できます。 
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2.4. 利用時間をユーザごとに表示する 

選択したユーザのリモートデスクトップ利用時間を、1 ヶ月分表示します。 

 

 

(1) アクセス履歴画面で「利用時間をユーザごとに表示」タブをクリックします。 

 

 

 

(2) 「 利 用 時 間 を ユ ー ザ ご と に 表 示 」 画 面 に 切 り 替 わ り ま す 。 

 

  

 

User. 
user.mc3000 
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(3) 「表示年月」をクリックします。 

 

 

 

(4) 利用時間を確認したい年月をカレンダーから選択します。 

 

 

 

 

 

  

カレンダー上部の矢印をクリックすることで、前後の年
を選択することができます。 

user.mc3000 



 

 19 

(5) 利用時間を確認したいユーザをプルダウンメニューから選択します。 

 

 

  

ユーザを検索で絞り込むこともできます。 

注意) 管理下に 5000 アカウント以上存在する場合は、アカウントの一覧が表

示されません。確認したいユーザを検索することでユーザを指定できます。 

 

ユーザを検索してください。 
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利用時間が日を跨いだ場合、開始時刻または終了時刻に「*」が表示されます。 

「*」にマウスカーソルを重ねると説明が表示されます。 

下図の場合、2/22(火)の利用時間が日を跨でいる為、終了時刻が「24:00*」と表示されます。 

2/23(水)は前日の 2/22(火)から日を跨いでいる為、開始時刻が「00:00*」と表示されます。 
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2.5. 利用時間を日ごとに表示する 

選択した日付の全てのユーザの利用時間を表示します。 

 

 

(1) アクセス履歴画面で「利用時間をユーザごとに表示」タブをクリックします。 

 

 

 

(2) 「利用時間を日ごとに表示」画面に切り替わります。 
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利用時間を確認したい日付をクリックすると、確認する日付を変更できます。 

 

(3) 「表示年月日」を選択します。 

 

(4) 確認したい利用時間の日付をクリックします。 

 

 

 

 

  

カレンダー上部の矢印をクリックすると、別の月に遷移
することができます。 
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2.6. アクセス履歴ダウンロード(CSV 形式) 

3 種類のアクセス履歴を、CSV 形式でダウンロードできます。 

⚫ サーバへの接続履歴 

⚫ ビューア・クライアント間の接続履歴 

⚫ 利用時間データ 

 

 

(1) アクセス履歴画面で「アクセス履歴ダウンロード」タブをクリックします。 

 

 

 

(2) 「 ア ク セ ス 履 歴 ダ ウ ン ロ ー ド 」 画 面 に 切 り 替 わ り ま す 。 
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2.6.1. 「サーバへの接続履歴」を CSV形式でダウンロードする 

ビューア及びクライアントがマジックコネクトサーバへ接続した履歴を CSV 形式でダウンロードしま

す。この履歴には認証エラーの履歴も含まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「サーバへの接続履歴」を 
クリックすると、ダウンロー
ドが開始されます。 
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■「サーバへの接続履歴」の項目について 

「サーバへの接続履歴」CSV ファイルの各項目を説明します。 

列 CSVの項目名 説明 

1 Manager アカウント管理者のユーザ名。 

2 User ユーザ名。 

3 Type 
ビューアとクライアントのどちらの履歴か。 
「Viewer」: ビューアの履歴 
「Agent」: クライアントの履歴 

4 Start 接続の開始日時。※1 

5 Finish 接続の終了日時。※1 

6 Length 接続の開始から終了までの時間（単位は秒）。 

7 IP address ビューアやクライアントが動作する端末のグローバル IP アドレス。 

8 MAC address ビューアやクライアントが動作する端末の MACアドレス。※2 

9 Login result 
認証結果。 
「success」: 認証に成功した履歴。 
「failure」: 認証に失敗した履歴。 

10 Failure reason 
(Error code) 認証失敗理由。認証成功の場合は「-」 

 

※1 日時のフォーマットは「西暦年-月-日 時:分:秒」（例: 2014-09-17 21:32:29）です。 

ただし、エクセルで開いた場合、表示上のフォーマットはエクセルの設定に従いますのでご注意

ください。（例: 2014/9/17 21:32） 

※2 端末に有効な MAC アドレスが複数存在する場合（例:端末に有線 LAN 機能と無線 LAN 機能の 2 つが

存 在 す る 場 合 ） 、 そ れ ぞ れ の MAC ア ド レ ス は 縦 棒 「 | 」 で 連 結 さ れ ま す 。 

ビ ュ ー ア や ク ラ イ ア ン ト の バ ー ジ ョ ン が 8.2r1 未 満 の 場 合 、 空 に な り ま す 。 

iOS と Android の場合、ビューアのバージョンが 8.2r1 以降であっても、OS の制約から固定値 

「02-00-00-00-00-00」になります。 
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2.6.2. 「ビューア・クライアント間の接続履歴」を CSV形式ファイルでダウンロードする 

リモートデスクトップや WOL 等のリモート操作アプリによる、ビューア・クライアント間（手元端

末から接続先機器）の接続履歴を CSV 形式でダウンロードします。 

 

 

 

 

 

  

「ビューア・クライアント間の接
続履歴」をクリックすると、ダウ
ンロードが開始されます。 
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■「ビューア・クライアント間の接続履歴」の項目について 

「ビューア・クライアント間の接続履歴」CSV ファイルの各項目を説明します。 

列 CSVの項目名 説明 

1 Viewer manager 接続元ビューアのアカウント管理者。 

2 Viewer user 接続元ビューアのユーザ名。 

3 Viewer IP address 接続元ビューアが動作する端末のグローバル IPアドレス。 

4 Viewer MAC address 接続元ビューアが動作する端末の MACアドレス。※1 

5 Agent manager 接続先クライアントのアカウント管理者。 

6 Agent user 接続先クライアントのユーザ名。 

7 Agent IP address 接続先クライアントが動作する端末のグローバル IP アドレス。 

8 Agent MAC address 接続先クライアントが動作する端末の MACアドレス。※1 

9 Dest port 
リモート操作アプリが使用した接続先ポート番号。 
通常、リモートデスクトップの場合は「3389」、WOL の場合は
「5009」。 

10 Start ビューア・クライアント間接続の開始日時。※2 

11 Finish ビューア・クライアント間接続の終了日時。※2 

12 Length 
ビューア・クライアント間接続の開始から終了までの時間（単位は
秒）。 

 

※1 端末に有効な MAC アドレスが複数存在する場合（例:端末に有線 LAN 機能と無線 LAN 機能の 2 つが

存 在 す る 場 合 ） 、 そ れ ぞ れ の MAC ア ド レ ス は 縦 棒 「 | 」 で 連 結 さ れ ま す 。 

ビ ュ ー ア や ク ラ イ ア ン ト の バ ー ジ ョ ン が 8.2r1 未 満 の 場 合 、 空 に な り ま す 。 

iOS と Android の場合、ビューアのバージョンが 8.2r1 以降であっても、OS の制約から固定値 

「02-00-00-00-00-00」になります。 

※2 日時のフォーマットは「西暦年-月-日 時:分:秒」（例: 2014-09-17 21:32:29）です。 

ただし、エクセルで開いた場合、表示上のフォーマットはエクセルの設定に従いますのでご注意

ください。（例: 2014/9/17 21:32） 
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2.6.3. 全てのユーザの利用時間を CSV形式でダウンロードする 

指定した年月の全てのユーザの利用時間を、CSV形式でダウンロードすることができます。 

 

 

 

  

「利用時間データをダウンロードす
る」をクリックすると、ダウンロー
ドが開始されます。 
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■「利用時間データ」の項目について。 

「利用時間データ」CSVファイルの各項目を説明します。 

列 CSVの項目名 説明 

1 Date 日付。※1 

2 User ユーザ名。 

3 Start リモートアクセス開始時刻。※2 ※3 

4 Finish リモートアクセス終了時刻。※2 ※3 

5 Total リモートアクセスしていた時間の合計。※2 

 

※1日付のフォーマットは「西暦年/月/日」(例:2018/01/24)です。 

 

※2 Start, Finish, Total に「-」が出力された行が含まれる場合があります。これは、該当する日に

そのユーザの接続が無いことを表します。 

例)「2018/01/05,user001,-,-,-」ユーザ user001による接続が存在しない。 

 

※3 Start, Finish の時刻に「*」が付いた行が含まれる場合があります。これは、日を跨いだ接続を

表します。 

例)「2018/02/25,user002,9:25,24:00*,14:35」ユーザ user002による接続が日を跨いでいる。 

  



 

 30 

3.ユーザ管理 

本機能を利用することで一般ユーザの設定を変更できます。 

 

3.1. 管理する一般ユーザを一覧で表示する .......................................................................................... 31 
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3.5. ビューアをインストールした手元端末を変更する ......................................................................... 41 
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3.12.3. デバイス共有を許可/禁止する ....................................................................................................... 66 

3.12.4. 高品質映像モードを強制的に有効/無効にする .............................................................................. 70 

3.13. 複数ユーザの設定をまとめて操作する ........................................................................................ 73 
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3.1. 管理する一般ユーザを一覧で表示する 

自身が管理するユーザを一覧で確認したい場合に本機能を利用します。 

 

(1) ユーザ一覧を表示するには、トップ画面から「ユーザ管理」をクリックします。 

 

(2) 「一般ユーザ一覧」画面に切り替わります。 

 

 

 

 

契約 ID が確認できます。 
一般ユーザの一覧が表示されま

す。 

契約ユーザ数（一般ユーザの数）が表

示されます。 

「BCP あんしんサービス」の契約ユー

ザ数は、「BCP あんしんサービス」の

契約がある場合のみ表示されます 
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■ユーザ一覧画面の表示内容を説明します。 

列 項目名 説明 

1 ユーザ名 ユーザ名。 

2 タイプ 契約のタイプ。 

3 USBロット番号 USB キーのロット番号。※1 

4 サービス提供開始日 利用可能になる日付。※2 

5 サービス解約日 解約日。 ※2 ※3 

6 BCP BCPあんしんサービスの加入状況。 ※4 

 

※1 USB型/USB型プレミアム以外の契約では「-」が表示されます。 

※2 日付のフォーマットは「西暦年-月-日」(例: 2022-01-01)です。 

※3 解約予定のないユーザは「-」が表示されます。 

※4 加入している場合は「○」、加入していない場合は「-」が表示されます。 
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3.2. 契約情報を確認する 

ユーザの契約内容、有効期限などを確認するために本機能を利用します。 

(1) 契約情報を確認したいユーザを選択します。 

 

 

 

(2) 画面が切り替わり、選択したユーザの契約情報が確認できます。 

 

  

選択したユーザ名が表示されます。 

契約のタイプが表示されます。 

利用可能な USB のロット番号が表示されま

す。 

ビューアアプリケーションをインストールし

て利用可能な手元端末の上限数が表示されま

す。 

利用開始日が表示されます 

解約日が表示されます。 

BCP あんしんサービスの加入状況が表示されま

す。加入している場合は「加入中」、加入して

いない場合は「-」が表示されます。 

検索で絞り込むこともできます。 



 

 34 

3.3. 利用可能なアプリケーションと台数を変更する 

利用可能なアプリケーションや利用可能な台数の変更をする場合に本機能を利用します。 

 

以下のアプリケーションについて個別に利用可否を設定できます。手元端末にインストールして利用

するビューアアプリケーションについては契約の範囲で利用可能な台数を変更できます。 

⚫ 手元端末の［ビューア］ 

⚫ USB タイプ（※契約のタイプが USB 型/USB 型プレミアムの場合のみ） 

⚫ インストールタイプ 

➢ デスクトップ（Windows/Mac） 

➢ モバイル（iPhone/iPad、Android 端末） 

⚫ 接続先機器（対象機器、オフィス PC）の［クライアント］ 

⚫ ［管理機能］ 
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(1) 確認・変更したいユーザを選択します。 

 

(2) 「利用可能なアプリケーション」を確認します。 

 

 

※「ビューア（手元端末）」「インストールタイプ」の「利用可能な端末数」について 

ビューアアプリケーションを手元端末にインストールして利用する場合、初回ログイン時に手元端末

の固有情報（端末認証情報）がサーバへ登録されます。 

利用可能な端末数まで手元端末が登録されると、新しい手元端末からはログインできなくなります。 

⚫ 利用可能な端末数は契約の範囲（下の表に記載の範囲）で変更が可能です。 

⚫ 端末数の内訳に制限はありません。利用可能な端末数が 3台の場合、「Windows と iPhoneと

iPad」、「iPhone2台と Android端末 1台」など自由な組み合わせが可能です。 

「USB型」契約 

「USB型プレミアム」契約 

0～2台（初期状態は 0台）（手元端末にビューアアプリケーションを

インストールして使う場合の台数です。USB キーを挿してビューアアプリ

ケーションを起動する場合は無制限に利用できます。） 
「アプリ型」契約 

「アプリ型プレミアム」契約 
0～3台（初期状態は 1台） 

「アプリ型ライト」契約 0～1台（初期状態は 1台） 

  

検索で絞り込むこともできます。 
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■アプリケーションの利用可能台数を変更する 

※ 実際に利用するよりも多い台数を指定すると、ユーザ名とパスワードだけでビューアを利用可能

な枠が生じます。第三者による悪用を防止するため、必要以上の台数を指定した状態を長期間放

置しないでください。 

 

 

 

  

② 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押します 

 

② [適用]を押します。 

① 数値を変更します。 
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■アプリケーションの利用を禁止する 

 

 

 

 

  

③ 更新に成功すると「利用が禁止されています」と表示されま

す。 

 

② 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押します。 

 

① [利用を禁止]を押します。 
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■アプリケーションの利用を許可する 

 

 

 

 

  

② 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押します 

 

 

① [利用を許可]を押します。 
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3.4. アプリケーションの自動更新を強制的に有効化/無効化する 

Windows PC にインストールするビューアアプリとクライアントプログラムには、自動更新機能があ

ります。 

初期状態では自動更新機能は無効化されていて、利用者が設定を変更することにより有効化されます。 

利用者の設定に依存せず、自動更新を強制的に有効化/無効化する手順をご案内します。 

 

※本機能は、Ver9.0（2025 年 1 月リリース）以降のビューアアプリやクライアントプログラムのみ

に適用されます。Ver9.0 より過去のバージョンの場合には、アカウント管理者による強制はできず、

ビューアアプリとクライアントプログラムの設定に従います。 

※USB キーから起動するビューアアプリには自動更新機能が無く、本機能の影響を受けません。 

※Mac、iPhone/iPad、Android 端末など、Windows PC 以外にインストールするビューアアプリの

場合はアプリストアの動作に従います。 

 

 

 

⚫ 「任意」の場合 

利用者による設定に従います。 

 

ビューアアプリの設定画面 

 

 

クライアントプログラムの設定画面 
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⚫ 「強制的に有効にする」場合 

設定が強制的にオンになり、利用者は変更できません。 

 

ビューアアプリの設定画面 

 

 

クライアントプログラムの設定画面 

 

 

⚫ 「強制的に無効にする」場合 

設定が強制的にオフになり、利用者は変更できません。 

 

ビューアアプリの設定画面 

 

 

クライアントプログラムの設定画面 

 

 

 

  



 

 41 

 

 

3.5. ビューアをインストールした手元端末を変更する 

ビューアアプリケーションを手元端末にインストールして利用する場合、初回ログイン時に手元端末

の固有情報（端末認証情報）がサーバへ登録されます。 

利用可能な端末数まで手元端末が登録されると、新しい手元端末からはログインできなくなります。 

新しい手元端末からログインできるようにするには次の何れかの操作が必要です。 

a. 利用可能な端末数が契約の上限に達していない場合、利用可能な端末数を増やす。 

b. サーバに登録された端末認証情報を初期化する（登録を解除する）。 

 

利用可能な端末数を増やす手順については 3.3. 利用可能なアプリケーションと台数を変更する をご

確認ください。 

ここでは、サーバに登録された端末認証情報を初期化する（登録を解除する）手順をご案内します。 

 

なお、初期化時にサーバへ接続中の手元端末は、接続を解除するまで利用を継続できます。 

 

 

■端末認証情報の登録状況を確認する 

(1) 確認したいユーザを選択します。 

 

 

  

検索で絞り込むこともできます。 
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(2) 「ビューア（手元端末）」「インストールタイプ」の「利用可能な端末数」を確認します。 

 

 

(3)  「端末認証情報の登録状況」を確認します。 

 

登録されている台数分の情報が表示されます。 

（上記の例は Windows/Mac の場合です。iPhone/iPad、Android 端末の場合は「モバイル登録済み」

と表示されます。） 

 

「利用可能な端末数」の数まで端末認証情報が登録されていると、新しい手元端末からはログイ

ンできません。 
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■登録されている端末を初期化する 

(1) 端末認証情報の登録を解除したい端末の[初期化]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 確認のメッセージが表示されますので、[OK]をします。 

 

 

① [初期化]を押します。 
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3.6. 一般ユーザのアカウントロックを手動で解除する 

一般ユーザの管理機能へのログインが無効化（アカウントロック）され、自動解除がされる前に手動

で解除する場合に、本機能を利用します。 

 

 

 

管理機能へのログイン時にユーザ名、あるいはパスワードが誤っていると「ユーザ名またはパスワー
ドに誤りがあります。」のメッセージが表示されます。 

連続して 5回失敗すると、そのユーザ名によるログインは約 30分間無効化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ロックが解除されるまで、管理画面にログインできなくなります。 

 

なお、ログイン無効化は、マジックコネクトのビューアとクライアントの接続認証には影響を与えま

せん。マジックコネクトはこれまで通りご利用いただけます。 

 

 

  

連続して 5回失敗すると・・・ アカウントがロック 
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(1) アカウントロックを解除するユーザを選択します。 

 

 

 

 

  

検索で絞り込むこともできます。 
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(2) 利用可能なアプリケーションで管理機能の[ロックアウトを解除]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① [ロックアウトを解除]を押します。 

。 

② 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押します。 
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3.7. 一般ユーザが管理機能に使う多要素認証を解除する 

一般ユーザが管理機能へのログインに使っているスマートフォン（ワンタイムパスワードアプリケー

ション）を利用できなくなった場合など、アカウント管理者が多要素認証を解除する際に本機能を利

用します。 

 

(1) 多要素認証を解除するユーザを選択します。 

 

 

 

 

 

  

検索で絞り込むこともできます。 
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(2) [利用可能なアプリケーション]＞[管理機能]＞[多要素認証を使用しています]の 

[設定を解除]ボタンを押します。 

 

 

(3) 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押します。 

 

 

(4) [利用可能なアプリケーション]＞[管理機能]の表示が[多要素認証を使用していません]に変化し

ます。 
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3.8. ビューア・クライアントの接続状況を確認する 

ビューアとクライアントの接続状況を確認する場合に本機能を利用します。 

 

(1) 接続状況を確認したいユーザを選択します。 

 

 

 

(2) 「接続状況」を確認します。 

 

 

  接続中の場合は、以下のように接続開始時刻と[切断]ボタンが表示されます。 

 

検索で絞り込むこともできます。 
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3.9. ビューア・クライアントを強制切断する 

ビューアまたはクライアントの接続を強制的に切断したい場合に本機能を利用します。 

 

(1) 強制切断したいユーザを選択します。 

 

 

(2) 接続状況から切断したいビューアまたはクライアントの[切断]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

  

① [切断]を押します。 

② 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押しま

す。 

 

 

 

検索で絞り込むこともできます。 
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3.10. 一般ユーザのパスワードを変更する 

管理する一般ユーザのパスワードを変更する場合に本機能を利用します。 

解説や手順は Web ページ「アカウント管理者が一般ユーザのパスワードを強制変更する（マジックコ

ネクト・ネオ）」を参照してください。 

 

  

https://www.magicconnect.net/faq/control/faq_244/#neo-manager-setuserpassword
https://www.magicconnect.net/faq/control/faq_244/#neo-manager-setuserpassword
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3.11. マジックコネクトを利用できるネットワークや端末を限定する 

⚫ マジックコネクトを利用できるネットワークをグローバル IPアドレスで限定する 

⚫ マジックコネクトを利用できる端末を MACアドレスで限定する 

⚫ マジックコネクトを利用できる端末をウイルス対策された端末のみに限定する 

上記の場合に、本機能を利用します。 

 

本機能で変更した設定は、マジックコネクトサーバに接続中のビューアやクライアントには影響を及

ぼしません。 

次回の接続認証から有効となります。 
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3.11.1. マジックコネクトを利用できるネットワークをグローバル IPアドレスで限定する 

ユーザごとに、マジックコネクトを利用できるグローバル IP アドレスを制限することで、ネットワー

クを限定します。 

 

各ユーザのグローバル IP アドレスは、「2. アクセス履歴の表示」の「接続元アドレス」にて確認でき

ます。 

下図のアクセス履歴の表示では、ビューア（手元端末）のグローバル IP アドレスは、

124.146.214.200、クライアント（接続先機器）のグローバル IPアドレスは、198.51.100.1 です。 

 

 

 

 

ここでは、ユーザ｢user1｣のクライアント（接続先機器）に対し、下記の制限設定を行う手順を説明し

ます。 

1. グローバル IPアドレス 198.51.100.1のネットワークからの接続を許可する。 

2. 上記 1に該当しないネットワークからの接続を禁止する。 
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(1) 接続を制限したいユーザを選択します。 

 

 

  

検索で絞り込むこともできます。 
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(2) 「アプリケーションの詳細設定」にある「クライアント(接続先機器)の IP アドレス制限」を以下

の手順で更新します。 

 

 

 

 

 

 

※サブネットマスクの設定により、ネットワークアドレス単位での制限も可能です。 

※同じ IPアドレスに対し、複数の制限設定がされている場合、より上段の設定が優先されます。  

③ [アプリケーションの詳細設定を更

新]を押します。 

① [挿入]を押します。 

入力欄が表示されるので、 

IPアドレスとサブネットマスクを入力し、

「許可する」を選びます。 

② 上記①で設定したIPアドレス以外か

らの接続があった場合の設定として、

｢禁止する｣を選びます。 
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3.11.2. マジックコネクトを利用できる端末を MACアドレスで限定する 

ユーザごとに、マジックコネクトを利用できる端末の MAC アドレスを制限することで、端末を限定し

ます。 

※ 本機能は「アプリ型ライト」では利用できません。 

 
 

各ユーザの MACアドレスは、「2. アクセス履歴の表示」の「MACアドレス」にて確認できます。 

 

 

 

※ 本機能を利用する場合、ビューアやクライアントのバージョンを 8.2r1 以降にしてください。 

8.2r1未満の場合、MACアドレスが空になります。 

※ iOS と Android の場合、ビューアのバージョンが 8.2r1 以降であっても、OS の制約から 

MACアドレスは固定値「02-00-00-00-00-00」になります。 

 

 

ここでは、ユーザ｢user1｣のビューア（手元端末）に対し、下記の制限設定を行う手順を説明します。 

1. MACアドレス AA-BB-CC-DD-EE-FFを持つ端末からの接続を許可する。 

2. 上記 1に該当しない端末からの接続を禁止する。 
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(1) 接続を制限したいユーザを選択します。 

  

検索で絞り込むこともできます。 
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(2) 「アプリケーションの詳細設定」にある「ビューア(手元端末)の MAC アドレス制限」を以下の手

順で更新します。 

  

 

 

 

 

※複数の MACアドレスを持つ手元端末の場合 

ノート PC など、複数のネットワーク アダプター (有線 LAN/無線 LAN/内蔵 SIM)が存在する端末の場合、 

ネットワーク アダプターに紐付いた MACアドレスはすべて制限設定の対象です。 

複数のネットワーク アダプターが存在する場合、MAC アドレスをすべて制限設定に登録してください。 

 

③ [アプリケーションの詳細設定を更

新]を押します。 

① [挿入]を押します。 

入力欄が表示されるので、MACアドレス

を入力し、「許可する」を選びます。 

（画像はAA-BB-CC-DD-EE-FFの書式です

が、AA:BB:CC:DD:EE:FF の書式でも入

力できます） 

② 上記①で設定したIPアドレス以外か

らの接続があった場合の設定として、

｢禁止する｣を選びます。 

[挿入]を押し、 

もう1つのMACアドレスを登録します。 

端末に存在するMACアドレスのうち、 

1つを登録します。 
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3.11.3. マジックコネクトを利用できる端末をウイルス対策された端末のみに限定する 

ビューアが動作する Windows 端末の検疫状態が良好の場合のみ、マジックコネクトを利用可能としま

す。 

※ 本機能は、契約のタイプが USB型/USB型プレミアム、アプリ型/アプリ型プレミアムの場合のみ利

用可能です。 

アプリ型ライトの場合は利用できません。 

 

本機能を有効にした場合にビューアを利用可能な端末、利用できなくなる端末は次の通りです。 

⚫ ビューアを利用可能な端末 

➢ 「検疫状態が良好」（※）の Windows端末で、ビューアのバージョンが 8.2r1 以降 

➢ iOS、Android端末 

⚫ ビューアを利用できなくなる端末 

➢ 「検疫状態が良好」（※）ではない Windows端末 

➢ ビューアのバージョンが 8.2r1未満の Windows 端末 

➢ Mac端末 

※ 「検疫状態が良好」とは具体的には次の状態を指します。 

[コントロール パネル]-[システムとセキュリティ]-[セキュリティとメンテナンス]- 

[セキュリティ]内の、「ウイルス対策」の項目が「有効」であること 

 

ユーザ「user1」に対し、本機能を有効化する手順を説明します。 
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(1) 設定を変更したいユーザを選択します。 

 

 

(2) 「アプリケーションの詳細設定」にある「セキュリティチェック」を以下の手順で変更します。 

 

 

  

検索で絞り込むこともできます。 

① 「ウイルス対策ソフトの検疫状態が良好なとき

に、接続を許可する」にチェックを入れます。 

② [アプリケーションの詳細設定を更新]

を押します。 
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3.12. アプリケーションの機能制限を変更する 

本機能により、以下の機能制限を変更することができます。 

 

⚫ Windows PCの手元端末からの、生体認証/PINによるログオンを許可/禁止する。 

初期状態は「禁止」です。 

 

⚫ モバイル(iPhone/iPad、Android端末)の手元端末へ、パスワードの保存を許可/禁止する。 

初期状態は以下のとおりです。 

パスワードの種類 保存 

マジックコネクトログイン 許可 

Windowsログオン 禁止 

 

⚫ リモートデスクトップ時の各種デバイス共有を許可/禁止する。 

初期状態は以下のとおりです。（マジックコネクト（従来モデル）の NDLエディションと同じ状態です。） 

デバイス共有の種類 共有許可 

プリンター共有許可 禁止 

ドライブ共有許可 禁止 

クリップボード共有許可 禁止 

スマートカード共有許可 禁止 

シリアルポート共有許可 禁止 

プラグ アンド プレイ (PnP) デバイス共有許可 禁止 

Print Screenキー使用許可 一部許可する 

 

⚫ リモートデスクトップ時の高品質映像モードを強制的に有効化/無効化する。 

初期状態は「任意」であり、利用者の設定に従います。 

 

 

なお、変更した設定は、設定変更時に使用中のビューアには適用されません。次回のマジックコネク

トログイン時より適用されます。 
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3.12.1. Windows PC の手元端末からの生体認証/PINによるログオンを許可/禁止する 

手元端末が Windows PC の場合、手元端末の生体認証/PIN を利用することで、ユーザ名やパスワードの

入力無しにマジックコネクトのログインや接続先機器の Windowsサインインが可能です。 

 

初期状態では「禁止」のため、必要に応じて「許可」に設定してください。 

 

※手元端末の生体認証/PIN を使ったログオン機能は、Ver9.0 以降のビューアアプリのみで利用でき

ます。 

- 「アプリ型ライト」の契約では利用できません。 

- USB キーから起動するビューアアプリでは利用できません。 

 

手元端末の生体認証/PIN によるログオンは、マジックコネクトのユーザ名/パスワードや接続先機器の

Windows のユーザ名/パスワードを手元端末に「安全に（※1）」保存することで実現しています。 

※1. Windowsの秘匿領域に保存され、Windowsの生体認証/PINにより保護されます。 

 

 

手元端末の生体認証/PIN を使ったログオン機能に関する利用者向けの情報は よくあるご質問 をご確

認ください。 

  

https://www.magicconnect.net/faq/control/faq_267/
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(1) 設定を変更したい一般ユーザを選択します。 

 

 

(2) 「アプリケーションの詳細設定」にある「生体認証/PINの設定」欄を以下の手順で変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

検索で絞り込むこともできます。 

①  「ログオン時に生体認証/PINの利用を許可す

る」のチェックを変更します。 

② [アプリケーションの詳細設定を更新]を押します。 

 

③ 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押しま

す。 
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3.12.2. モバイル(iPhone/iPad、Android 端末)の手元端末へのパスワード保存を許可/禁止する 

手元端末が iPhone/iPad、Android 端末の場合、パスワード（マジックコネクトのログインパスワード、

Windows のログオンパスワード）の保存を許可/禁止できます。 

 

ここでは、「user1」に対し下記の設定を行う手順を説明します。 

⚫ マジックコネクトのログインパスワードの保存を禁止 

⚫ Windowsのログオンパスワードの保存を禁止 
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(3) 設定を変更したい一般ユーザを選択します。 

 

 

(4) 「アプリケーションの詳細設定」にある「パスワード保存設定」欄を以下の手順で変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検索で絞り込むこともできます。 

① 「マジックコネクトログインパスワードの保存

を許可する」「Windowsログオンパスワードの保存

を許可する」のチェックを外します。 

② [アプリケーションの詳細設定を更新]を押します。 

 

③ 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押しま

す。 
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3.12.3. デバイス共有を許可/禁止する 

手元端末が Windows PCの場合、リモートデスクトップのデバイス共有を許可/禁止できます。 

 

※Mac、iPhone/iPad、Android 端末など、手元端末が Windows PC 以外の場合、デバイス共有を利用

できません。 

 

「user1」に対し、下記の設定を行う手順を説明します。 

⚫ プリンター共有を許可。それ以外のデバイス共有を禁止。 

⚫ Print Screenキーの使用を禁止 

 

(1) 設定を変更したいユーザを選択します。 

 

 

 

  

検索で絞り込むこともできます。 
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(2) 「アプリケーションの詳細設定」にある「リモートデスクトップ設定」を以下の手順で変更しま

す。 

 

 

 

 

 

  

① 「プリンター共有許可」

にチェックを入れます。それ

以外からチェックを外しま

す。 

②「PrintScreenキー使用許可」の「全

て許可しない」を選択します。 

③ [更新]を押します。 

④ 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押しま

す。 
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3.12.3.1. 「Print Screen キー使用許可」の 3 つの設定における動作の違い 

本項では、「Print Screenキー使用許可」の 3つの設定における動作の違いを説明します。 

 

■ 一部許可する 

Print Screenキーによるスクリーンショット取得を制限します。 

この設定の場合、Print Screenキーを押しても手元端末ではスクリーンショットが取得されません。 

リモートデスクトップ画面が「全画面表示」の場合、接続先機器（対象機器）側で接続先機器のスクリー

ンショットが取得され、接続先機器（対象機器）内に閉じた範囲で画面データを利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

接続先機器のデスクトップ画面 

手元端末 

接続先機器（対象機器） 

画面転送 

手元端末の Print Screen キーを押すと、接続先

機器側でスクリーンショットが取得される。 

手元端末ではスクリーンショットは取得されな

い。 

接続先機器のデスクトップ画面 

接続先機器（対象機器） 

画面転送 

手元端末の Print Screen キーを押しても、手元

端末、接続先機器のどちらでもスクリーンショ

ットが取得されない。 

手元端末 

全画面表示でない場合（ウインドウ表

示） 

 

「全画面表示」 
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■ 全て許可する 

Print Screenキーによるスクリーンショット取得を制限しません。 

この設定の場合、Print Screenキーを押すと Windowsの標準機能によってスクリーンショットが取得され

ます。 

 

■ 全て許可しない 

この設定の場合、「一部許可する」と同様、Print Screenキーを押しても手元端末ではスクリーンショッ

トが取得されません。 

さらに、リモートデスクトップ画面を「全画面表示」にした場合の接続先機器（対象機器）側でのスクリ

ーンショットも取得されません。 
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3.12.4. 高品質映像モードを強制的に有効/無効にする 

手元端末が Windows PC で、「USB 型プレミアム」または「アプリ型プレミアム」の場合、高品質映像モ

ードを利用し、動画など画面の動きが多いときの画面表示や操作性を向上させることができます。 

（高品質映像モードに関する利用者向けの情報は よくあるご質問 をご確認ください。） 

 

初期状態では高品質映像モードは無効化されていて、利用者が設定を変更することにより有効化され

ます。 

利用者の設定に依存せず、自動更新を強制的に有効化/無効化する手順をご案内します。 

 

※高品質映像モードを利用するにはビューアアプリが Ver9.0 以降である必要があります。 

※Mac、iPhone/iPad、Android端末など、手元端末が Windows PC以外の場合には利用できません。 

※「USB型プレミアム」及び「アプリ型プレミアム」以外の契約では利用できません。 

 

 

(1) 設定を変更したいユーザを選択します。 

 

 

 

  

検索で絞り込むこともできます。 

https://www.magicconnect.net/faq/control/faq_263/
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(2) 「アプリケーションの詳細設定」にある「リモートデスクトップ設定」を以下の手順で変更しま

す。 

 

 

（省略） 

 

 

 

  

①  「高品質映像モード使用許可

設定」を選択肢から選びます。 

② [アプリケーションの詳細設定を更新]

を押します。 

③ 確認のメッセージが表示されますので、[OK]を押しま

す。 
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⚫ 「任意」の場合 

利用者による設定に従います。 

 

ビューアアプリの設定画面 

   

 

⚫ 「強制的に有効にする」場合 

設定が強制的にオンになり、利用者は変更できません。 

 

ビューアアプリの設定画面 

 

 

⚫ 「強制的に無効にする」場合 

設定が強制的にオフになり、利用者は変更できません。 

 

ビューアアプリの設定画面 
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3.13. 複数ユーザの設定をまとめて操作する 

これまで説明したユーザ管理の手順は、それぞれのユーザに対し、１ユーザずつ設定する「個別管理」

ですが、本節で説明する「一括操作」の機能を用いると、複数ユーザに対する設定をまとめて行うこ

とができます。 

 

一括操作の機能を用いて以下の設定を一括操作することができます。 

 

3.13. 複数ユーザの設定をまとめて操作する ........................................................................................ 73 

3.13.1. 「一括操作」画面を表示する ........................................................................................................ 74 

3.13.2. 利用許可設定を一括で設定する .................................................................................................... 75 

3.13.2.1. ビューア USB の利用許可を一括で設定する ....................................................................................... 76 

3.13.2.2. ビューア デスクトップ（Windows、Mac）の利用許可を一括で設定する ......................................... 77 

3.13.2.3. ビューア モバイルの利用許可を一括で設定する ................................................................................. 78 

3.13.2.4. ビューア 利用可能な端末数制限を一括で設定する ............................................................................. 79 

3.13.2.5. クライアントの利用許可を一括で設定する ......................................................................................... 80 

3.13.2.6. 管理機能の利用許可を一括で設定する ................................................................................................ 81 

3.13.3. 端末認証情報を一括で初期化する ................................................................................................. 82 

3.13.3.1. デスクトップ（Windows、Mac）の端末認証情報を一括で初期化する .............................................. 83 

3.13.3.2. モバイル（iPhone/iPad、Android 端末）の端末認証情報を一括で初期化する ................................. 84 

3.13.4. アプリケーションの詳細設定を一括で設定する ........................................................................... 85 

3.13.4.1. Windows PC にインストールしたアプリケーションの自動更新を一括で設定する ............................ 86 

3.13.4.2. Windows PC の手元端末からの生体認証/PIN によるログオンを許可/禁止する ................................. 88 

3.13.4.3. モバイル（iPhone/iPad、Android 端末）のパスワード保存設定を一括で更新する .......................... 90 

3.13.4.4. リモートデスクトップ設定を一括で更新する ..................................................................................... 91 

3.13.4.5. セキュリティチェックを一括で更新する ............................................................................................. 93 

3.13.4.6. ビューアの IP アドレス制限を一括で設定する ................................................................................... 95 

3.13.4.7. クライアントの IP アドレス制限を一括で設定する ............................................................................ 97 

3.13.4.8. ビューアの MAC アドレス制限を一括で設定する ............................................................................... 99 

3.13.4.9. クライアントの MAC アドレス制限を一括で設定する ...................................................................... 101 
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3.13.1. 「一括操作」画面を表示する 

(1) ユーザ管理画面で[一括操作]ボタンを押します。 

 

 

 

(2) 「一括操作」画面に切り替わります。 
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3.13.2. 利用許可設定を一括で設定する 

複数のユーザに対して、以下のアプリケーションの許可/禁止を一括で変更したい場合に本機能を利用

します。 

⚫ ビューア 

➢ USB 

➢ デスクトップ 

➢ モバイル(iPhone/iPad、Android 端末) 

⚫ クライアント 

⚫ 管理機能 
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3.13.2.1. ビューア USB の利用許可を一括で設定する 

複数のユーザに対して USB の利用許可/禁止を一括で設定したい場合に本機能を利用します。 

ここでは、「全てのユーザに対して USB の利用を一括で許可する」を行う手順を説明します。 

 

(1) 「ビューア USB の利用許可を一括設定」を選択します。 

 

(2) 「USB の利用を許可する」にチェックを入れます。次に、[USB の利用許可を一括設定]ボタンを

押します。 

 

 

利用を禁止する場合は「USB の利用を許可する」からチェックを外します。 
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3.13.2.2. ビューア デスクトップ（Windows、Mac）の利用許可を一括で設定する 

複数のユーザに対してデスクトップ（Windows、Mac）の利用許可/禁止を一括で設定したい場合に本

機能を利用します。 

ここでは、「全てのユーザに対してデスクトップ（Windows、Mac）の利用を一括で許可する」を行う

手順を説明します。 

 

(1) 「ビューア デスクトップの利用許可を一括設定」を選択します。 

 

(2) 「デスクトップの利用を許可する」にチェックを入れます。次に、[デスクトップの利用許可を一

括設定]ボタンを押します。 

 

 

利用を禁止する場合は「デスクトップの利用を許可する」からチェックを外します。 
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3.13.2.3. ビューア モバイルの利用許可を一括で設定する 

複数のユーザに対してモバイル（iPhone/iPad、Android 端末）の利用許可/禁止を一括で設定したい場

合に本機能を利用します。 

ここでは、「全てのユーザに対してモバイル（iPhone/iPad、Android 端末）の利用を一括で許可する」

を行う手順を説明します。 

 

(1) 「ビューア モバイルの利用許可を一括設定」を選択します。 

 

(2) 「モバイルの利用を許可する」にチェックを入れます。次に、[モバイルの利用許可を一括設定]ボ

タンを押します。 

 

 

利用を禁止する場合は「モバイルの利用を許可する」からチェックを外します。 
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3.13.2.4. ビューア 利用可能な端末数制限を一括で設定する 

ビューアアプリケーションをインストールして利用可能な手元端末の数を一括で設定したい場合に本

機能を利用します。 

ここでは、「全てのユーザに対して利用可能な手元端末の数を 2 台に設定する」を行う手順を説明しま

す。 

 

(3) 「ビューア 利用可能な端末数制限を一括設定」を選択します。 

 

(4) 「2」を選択します。次に、[利用可能な端末数制限を一括設定]ボタンを押します。 

 

 

契約（USB 型/USB 型プレミアム/アプリ型/アプリ型プレミアム/アプリ型ライト）別の最大数を超え

る数を指定した場合、最大数が自動的に設定されます。 

※ 実際に利用するよりも多い台数を指定すると、ユーザ名とパスワードだけでビューアを利用可能な

枠が生じます。第三者による悪用を防止するため、必要以上の台数を指定した状態を長期間放置し

ないでください。  
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3.13.2.5. クライアントの利用許可を一括で設定する 

複数のユーザに対してクライアント（接続先機器で動かすプログラム）の利用許可/禁止を一括で設定

したい場合に本機能を利用します。 

ここでは、「全てのユーザに対してクライアントの利用を一括で許可する」を行う手順を説明します。 

 

(1) 「クライアントの利用許可を一括設定」を選択します。 

 

(2) 「クライアントの利用を許可する」にチェックを入れます。次に、[クライアントの利用許可を一

括設定]ボタンを押します。 

 

 

利用を禁止する場合は「クライアントの利用を許可する」からチェックを外します。 
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3.13.2.6. 管理機能の利用許可を一括で設定する 

複数のユーザに対して管理機能の利用許可/禁止を一括で設定したい場合に本機能を利用します。 

ここでは、「全てのユーザに対して管理機能の利用を一括で許可する」を行う手順を説明します。 

 

(1) 「管理機能の利用許可を一括設定」を選択します。 

 

(2) 「管理機能の利用を許可する」にチェックを入れます。次に、[管理機能の利用許可を一括設定]ボ

タンを押します。 

 

 

利用を禁止する場合は「管理機能の利用を許可する」からチェックを外します。 
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3.13.3. 端末認証情報を一括で初期化する 

複数のユーザに対して、以下の端末認証情報を全て初期化したい場合に本機能を利用します。 

⚫ デスクトップ（Windows、Mac） 

⚫ モバイル（iPhone/iPad、Android 端末） 
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3.13.3.1. デスクトップ（Windows、Mac）の端末認証情報を一括で初期化する 

複数のユーザに対して、デスクトップ（Windows、Mac）の端末認証情報を一括で初期化したい場合

に本機能を利用します。以下では「user3」のデスクトップ（Windows、Mac）の端末認証情報を初期

化する手順を説明します。 

 

(1) 「端末認証情報 デスクトップを一括初期化」を選択します。 

 

(2) 「個別選択」をクリックし、次に「user3」をクリックし選択状態にします。最後に、[端末認証

情報を一括初期化]ボタンを押します。 

 

  
注意) 選択したユーザのデスクトップ（Windows、Mac）の端末認証情報が全て初期化されます。 

複数のデスクトップ（Windows、Mac）の端末認証情報を登録している場合はご注意ください。 
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3.13.3.2. モバイル（iPhone/iPad、Android 端末）の端末認証情報を一括で初期化する 

複数のユーザに対して、モバイル（iPhone/iPad、Android 端末）の端末認証情報を一括で初期化した

い場合に本機能を利用します。 

以下では「user3」のモバイル（iPhone/iPad、Android 端末）の端末認証情報を初期化する手順を説

明します。 

 

(1) 「端末認証情報 モバイルを一括初期化」を選択します。 

 

(2) 「個別選択」をクリックし、次に「user3」をクリックし選択状態にします。最後に、[端末認証

情報を一括初期化]ボタンを押します。 

 

  
注意) 選択したユーザのモバイル（iPhone/iPad、Android 端末）の端末認証情報が

全て初期化されます。 

複数のモバイル（iPhone/iPad、Android 端末）の端末認証情報を登録している場合

はご注意ください。 
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3.13.4. アプリケーションの詳細設定を一括で設定する 

複数のユーザに対して、以下の機能を一括で設定したい場合に本機能を利用します。 

 

⚫ Windows PC にインストールしたアプリケーションの自動更新を一括で設定する 

⚫ Windows PC の手元端末からの生体認証/PIN によるログイン許可を一括で更新する 

⚫ モバイル（iPhone/iPad、Android 端末）のパスワード保存設定を一括で更新する 

⚫ リモートデスクトップ設定を一括で更新する 

⚫ セキュリティチェックを一括で更新する 

⚫ ビューアの IP アドレス制限を一括で設定する 

⚫ クライアントの IP アドレス制限を一括で設定する 

⚫ ビューアの MAC アドレス制限を一括で設定する 

⚫ クライアントの MAC アドレス制限を一括で設定する 

 

なお、変更した設定は、設定変更時に使用中のビューア、クライアントには適用されません。 

次回のマジックコネクトログイン時より適用されます。 
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3.13.4.1. Windows PC にインストールしたアプリケーションの自動更新を一括で設定する 

Windows PC にインストールするビューアアプリとクライアントプログラムには、自動更新機能があ

ります。 

初期状態では自動更新機能は無効化されていて、利用者が設定を変更することにより有効化されます。 

本機能により、利用者の設定に依存せず、自動更新を強制的に有効化/無効化することができます。 

 

※本機能は、ビューアアプリとクライアントプログラムが Ver9.0（2025 年 1 月リリース）以降のみ

で有効です。Ver9.0 より過去のバージョンの場合には、アカウント管理者による強制はできず、ビ

ューアアプリとクライアントプログラムの設定に従います。 

※Mac、iPhone/iPad、Android 端末など、Windows PC 以外にインストールするビューアアプリの

場合はアプリストアの動作に従います。 

※USB キーから起動するビューアアプリには自動更新機能が無く、本機能の影響を受けません。 

 

ここでは、「全てのユーザ」に対し自動更新を強制的に有効化する手順を説明します。 

 

(1) 「アプリケーションの自動更新を一括設定」を選択します 
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(2) 「強制的に有効にする」を選択し[アプリケーションの自動更新を一括設定]ボタンを押します。 
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3.13.4.2. Windows PC の手元端末からの生体認証/PIN によるログオンを許可/禁止する 

手元端末が Windows PC の場合、手元端末の生体認証/PIN を利用することで、ユーザ名やパスワードの

入力無しにマジックコネクトのログインや接続先機器の Windowsサインインが可能です。 

 

初期状態では「禁止」のため、必要に応じて「許可」に設定してください。 

 

※手元端末の生体認証/PIN を使ったログオン機能は、Ver9.0 以降のビューアアプリのみで利用でき

ます。 

- 「アプリ型ライト」では利用できません。 

- USB キーから起動するビューアアプリでは利用できません。 

 

手元端末の生体認証/PIN によるログオンは、マジックコネクトのユーザ名/パスワードや接続先機器の

Windows のユーザ名/パスワードを手元端末に「安全に（※1）」保存することで実現しています。 

※1. Windowsの秘匿領域に保存され、Windowsの生体認証/PINにより保護されます。 

 

手元端末の生体認証/PIN を使ったログオン機能に関する利用者向けの情報は よくあるご質問 をご確

認ください。 

 

ここでは、「全てのユーザ」に対し生体認証/PINによるログオンを許可する手順を説明します。 

  

https://www.magicconnect.net/faq/control/faq_267/


 

 89 

 

(1) 「アプリケーションの自動更新を一括設定」を選択します 

 

 

(2) 「ログオン時に生体認証/PIN の利用を許可する」を選択し[生体認証/PIN の設定を一括更新]ボ

タンを押します。 
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3.13.4.3. モバイル（iPhone/iPad、Android 端末）のパスワード保存設定を一括で更新する 

本機能により、モバイル（iPhone/iPad、Android 端末）の手元端末に対するパスワードの保存許可設定を

一括で変更することができます 

ここでは、「全てのユーザ」に対し下記の設定を行う手順を説明します。 

⚫ マジックコネクトのログインパスワードの保存を禁止 

⚫ Windowsのログオンパスワードの保存を禁止 

 

(3) 「パスワード保存設定を一括更新」を選択します 

 

(4) 「マジックコネクトログインパスワードの保存を許可する」「Windows ログオンパスワードの保

存を許可する」からチェックを外し[パスワード保存設定を一括更新]ボタンを押します。 
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3.13.4.4. リモートデスクトップ設定を一括で更新する 

複数のユーザに対してリモートデスクトップのデバイス共有許可/禁止を一括で設定したい場合に本機

能を利用します。 

なお、変更した設定は、設定変更時に使用中のビューアには適用されません。 

次回のマジックコネクトログイン時より適用されます。 

 

ここでは「全てのユーザ」に対し、下記の設定を行う手順を説明します。 

⚫ プリンター共有を許可。その他の共有を禁止。 

⚫ Print Screenキーの使用を禁止 

 

(1) 「リモートデスクトップ設定を一括更新」を選択します 
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(2) 「プリンター共有許可」にチェックを入れ、その他の「共有許可」からチェックを外します。

Print Screen キー使用許可は「全て許可しない」を選択します。高品質映像モード使用許可設定

は「強制的に有効にする」を選択します。最後に[リモートデスクトップ設定を一括更新]ボタンを

押します。 
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3.13.4.5. セキュリティチェックを一括で更新する 

複数のユーザに対して、ビューアの Windows 端末の検疫状態が良好の場合にのみ、マジックコネクト

を利用可能とする際に本機能を利用します。 

なお、変更した設定は、設定変更時に使用中のビューアには適用されません。 

次回のマジックコネクトログイン時より適用されます。 

 

※本機能は Windows のビューアのみ有効です。 

Mac のビューアを利用しているユーザには設定しないでください。 

※本機能は「アプリ型ライト」では利用できません。 

 

ここでは「全てのユーザ」に対し、下記の設定を行う手順を説明します。 

⚫ ウイルス対策ソフトの検疫状態が良好の場合のみ、接続を許可する 

 

(1) 「セキュリティチェックを一括更新」を選択します 
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(2) 「ウイルス対策ソフトの検疫状態が良好なときに、接続を許可する」にチェックを入れ、[セキュ

リティチェックを一括更新]ボタンを押します。 
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3.13.4.6. ビューアの IP アドレス制限を一括で設定する 

複数のユーザに対して、ビューアの IP アドレス制限を一括で設定したい場合に本機能を利用します。 

 

なお、変更した設定は、設定変更時に使用中のビューアには適用されません。 

次回のマジックコネクトログイン時より適用されます。 

 

ここでは、｢全てのユーザ｣のビューアに対し、下記の制限設定を行う手順を説明します。 

⚫ 接続元アドレス 203.0.113.1のネットワークからの接続を許可する。 

⚫ 上記 1に該当しないネットワークからの接続を禁止する。 

 

(1) 「IP アドレス制限ビューアを一括設定」を選択します。 
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(2) 「挿入」を押し、IP アドレス「203.0.113.1」、サブネットマスク「255.255.255.255」を入力し、許

可します。リストに適合しない接続を「禁止する」を選択し、入力した IP アドレス以外からの接

続を禁止します。最後に、[IP アドレス制限を一括設定]ボタンを押します。 
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3.13.4.7. クライアントの IP アドレス制限を一括で設定する 

複数のユーザに対して、クライアントの IP アドレス制限を一括で設定したい場合に本機能を利用しま

す。 

 

なお、変更した設定は、設定変更時に使用中のクライアントには適用されません。 

次回のマジックコネクトログイン時より適用されます。 

 

ここでは、｢全てのユーザ｣のクライアントに対し、下記の制限設定を行う手順を説明します。 

⚫ 接続元アドレス 203.0.113.1のネットワークからの接続を許可する。 

⚫ 上記 1に該当しないネットワークからの接続を禁止する。 

 

(1) 「IP アドレス制限クライアントを一括設定」を選択します。 
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(2) 「挿入」を押し、IP アドレス「203.0.113.1」、サブネットマスク「255.255.255.255」を入力し、許

可します。リストに適合しない接続を「禁止する」を押し、入力した IP アドレス以外からの接続

を禁止します。最後に、[IP アドレス制限を一括設定]ボタンを押します。 

 

 

 

  



 

 99 

3.13.4.8. ビューアの MAC アドレス制限を一括で設定する 

複数のユーザに対して、ビューアの MAC アドレス制限を一括で設定したい場合に本機能を利用します。 

 

なお、変更した設定は、設定変更時に使用中のビューアには適用されません。 

次回のマジックコネクトログイン時より適用されます。 

 

※本機能は「アプリ型ライト」では利用できません。 

 

ここでは、｢全てのユーザ｣のビューアに対し、下記の制限設定を行う手順を説明します。 

⚫ MACアドレス AA-BB-CC-DD-EE-FFを持つ端末の接続を許可する。 

⚫ 上記 1に該当しない端末からの接続を禁止する。 

 

(1) 「MAC アドレス制限ビューアを一括設定」を選択します。 
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(2) 「挿入」を押し、MAC アドレス AA-BB-CC-DD-EE-FF」を入力し、許可します。リストに適合

しない接続を「禁止する」を押し、入力した MAC アドレス以外からの接続を禁止します。最後に、

[MAC アドレス制限を一括設定]ボタンを押します。 
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3.13.4.9. クライアントの MAC アドレス制限を一括で設定する 

複数のユーザに対して、クライアントの MAC アドレス制限を一括で設定したい場合に本機能を利用し

ます。 

 

なお、変更した設定は、設定変更時に使用中のクライアントには適用されません。 

次回のマジックコネクトログイン時より適用されます。 

 

※本機能は「アプリ型ライト」では利用できません。 

 

ここでは、｢全てのユーザ｣のクライアントに対し、下記の制限設定を行う手順を説明します。 

⚫ MACアドレス AA-BB-CC-DD-EE-FFのを持つ端末からの接続を許可する。 

⚫ 上記 1に該当しない端末からの接続を禁止する。 

 

(1) 「MAC アドレス制限クライアントを一括設定」を選択します。 
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(2) 「挿入」を押し、MAC アドレス AA-BB-CC-DD-EE-FF」を入力し、許可します。リストに適合

しない接続を「禁止する」を押し、入力した MAC アドレス以外からの接続を禁止します。最後に、

[MAC アドレス制限を一括設定]ボタンを押します。 
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3.14. ユーザの契約情報を確認する 

ユーザの契約情報が記載されたユーザ情報一覧をダウンロードできます。 

 

(1) 「ユーザ情報一覧をダウンロード」を選択します。 

 

 

 

(2) 画面に表示されたリンクをクリックします。 

※5 万ユーザ以上存在する場合は、リンクが複数に分割されます。 
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■「ユーザ情報一覧」CSV ファイル（user_list.csv）の例 

User Type USB Lot 
Number 

Service Start 
Date 

Service End 
Date 

BCP MFA Password Change Date 

user1 USB 型プレミアム 0000#00000 2022-01-01  - - 2023-01-15 12:00:12 

user2 USB 型プレミアム 0000#00001 2022-01-01  - ○ 2023-01-15 16:22:21 

user3 USB 型 0000#00002   - ○ 2023-01-05 10:19:02 

user4 USB 型 0000#00003    - - 

user5 アプリ型プレミアム  2022-01-01  - - - 

user6 アプリ型プレミアム  2022-01-01  - - - 

user7 アプリ型    - - - 

user8 アプリ型    〇 - 2023-01-05 10:10:12 

user9 アプリ型ライト  2022-01-01  〇 - 2023-01-05 10:02:43 

user10 アプリ型ライト  2022-01-01 2023-01-01 - - - 

user11 対象機器専用  2022-01-01 2023-01-01 - - - 

user.mc3000 対象機器専用  2022-01-01  - - - 

■項目と表示内容を説明します。 

列 CSVの項目名 説明 

1 User ユーザ名。 

2 Type 契約のタイプ。  

3 USB Lot Number 
USBキーのロット番号。 
USB型/USB型プレミアム以外の契約では空欄。 

4 Service Start Date サービス提供開始日。※1 

5 Service End Date 
サービス解約日。※1 
解約予定がない場合は空欄。 

6 BCP 
BCP安心サポートの加入状況。 
加入していない場合は「-」。 

7 MFA 
管理機能へのログインに多要素認証を利用しているか。 
利用している場合は「○」、利用していない場合は「-」 

8 Password Change Date 
仮パスワードからの変更日時。仮パスワードのままの場合は「-」。
※2 ※3 

※1 日付のフォーマットは「西暦年-月-日」（例: 2014-09-17）です。 

ただし、エクセルで開いた場合、表示上のフォーマットはエクセルの設定に従いますのでご注意

ください。（例: 2014/9/17） 

※2 日時のフォーマットは「西暦年-月-日 時:分:秒」（例: 2014-09-17 12:34:56）です。 

ただし、エクセルで開いた場合、表示上のフォーマットはエクセルの設定に従いますのでご注意

ください。（例: 2014/9/17 12:34） 

※3 2024 年 5 月 22 日より前に開通したアカウントは、自動的に 2024 年 5 月 21 日夜の日時が記録さ

れます。 

マジックコネクト（従来モデル）からマジックコネクト・ネオへ移行したアカウントは移行作業

日時が記録されます。 

どちらの場合も、アカウント管理者が管理機能を使って任意の仮パスワードへ強制変更した場合

は、ユーザがパスワードを変更するまで「-」が記録されます。 
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3.15. ユーザが利用しているビューアとクライアントの種別とバージョンを確認する 

ビューアとクライアントの種別とバージョンが記載されたユーザ情報一覧をダウンロードできます。 

 

(1) 「最終利用バージョンをダウンロード」を選択します。 

 
 

 

(2) 画面に表示されたリンクをクリックします。 

※5 万ユーザ以上存在する場合は、リンクが複数に分割されます。 
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■「最終利用バージョン一覧」CSV ファイル（last_version.csv）の例 

Account Client 
Type 

App 
Type 

Last 
Login 
Version 

Last Login Date Device 
Name 

Device 
OS 

Device Registered Date 

user1 mc-agent desktop 8.0r2 2022-03-03T02: 

21:12.823+09:00- 

- - - 

user2 mc-viewer desktop 8.0r1 2022-03-

02T15:42:07.219758+09:00 

20000000-

0 

Windows 2022-03-

02T15:42:05.897021+09:00 

user2 mc-agent desktop - - - - - 

 

■項目と表示内容を説明します。 

列 CSVの項目名 説明 

1 Account ユーザ名。 

2 Client Type 
アプリケーションの種別。 
「mc-viewer」：手元端末のビューアアプリ。 
「mc-agent」：接続先機器のクライアントプログラム。 

3 App Type 

プログラムの種別。 
「usb」：USBキーから起動するアプリ。 
「desktop」：Windows、Macにインストールするアプリ/プログラ
ム。 
「mobile」：iPhone/iPad、Android端末にインストールするアプ
リ。 

4 Last Login Version 
マジックコネクトサーバへのログインに最後に成功したプログラム
のバージョン。未接続の場合は「-」。 

5 Last Login Date 
マジックコネクトサーバへのログインに最後に成功した日時。未接
続の場合は「-」。 

6 Device Name 
手元端末の名称。 
USBキーから起動するビューアアプリの場合は USBキーのロット番号。 
接続先機器（mc-agent）の場合は「-」。 

7 Device OS 

手元端末の OS種別。 
「Windows」「iOS」「Android」の 3種類。 
USBキーから起動するビューアアプリの場合や 
接続先機器（mc-agent）の場合は「-」。 

8 Device Registered Date 
手元端末の端末認証情報を登録した日時。 
未接続の場合、USBキーから起動するビューアアプリの場合、そして 
接続先機器（mc-agent）の場合は「-」。 

※USB キーから起動するビューアアプリと接続先機器のクライアントプログラムは、未接続の場合も含

め各ユーザにつきそれぞれ 1行存在します。 

※手元端末にインストールするビューアアプリは、端末認証情報が登録された手元端末の数だけ行が

存在します。ユーザが 1台も登録していない場合はそのユーザについての行が存在しません。 
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3.16. ユーザが最後に利用した際の情報を一覧で確認する 

ユーザが最後に手元端末から利用した際の情報をダウンロードできます。 

新規利用者の利用開始状況を確認する際や、従来モデルからマジックコネクト・ネオへ移行した際の

移行状況を確認する際にご活用ください。 

 

詳しい解説や手順を Webページでご案内しています。 

➢ 「利用者の利用開始状況を一覧で確認する方法」 

 

  

https://www.magicconnect.net/faq/control/faq_261/


 

 108 

4.グループ化接続構成 

本機能を利用することで、異なるユーザのビューア・クライアント間で通信するための接続構成を参

照・編集できます。 

 

接続構成を編集した場合、即時に通信へ反映されます。 

 

4.1. 接続構成例の説明 ......................................................................................................................... 110 

4.1.1. 標準接続、グループ化接続とは ................................................................................................... 110 

4.2. 接続構成を参照する ..................................................................................................................... 111 
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グループ化接続構成画面を表示するには、トップ画面から「グループ化接続構成」をクリックします。 
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4.1. 接続構成例の説明 

4.1.1. 標準接続、グループ化接続とは 

マジックコネクトでは、多様な接続構成を簡単に実現できるようにするため、2 つのタイプの接続を

用意しています。 

 

■｢標準接続｣ 

ビューアおよびクライアントに、同じユーザ名を設定するだけで、ビューア・クライアント間の

通信が可能になります。下図において、黒の実線で示されている接続です。 

初期状態から可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■｢グループ化接続｣ 

異なるユーザ名が設定されたビューア・クライアント間を通信可能にします。下図において、青

の破線で示されている接続です。 

グループ化の機能を用い、ビューア・クライアント間の接続構成を登録することにより実現され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  クライアント（接続先機器） ビューア（手元端末） 

標準接続 

アカウント：ID 1 アカウント：ID 1 

1 アカウント：ID 2 アカウント：ID 2 

グループ化接続 

標準接続 

  クライアント（接続先機

器） 

ビューア（手元端末） 

アカウント：ID 1 

アカウント：ID 2 

アカウント：ID 1 
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4.2. 接続構成を参照する 

4.2.1. 各ビューアが接続できるクライアントの一覧を表示する 

■一覧からビューアが接続できるクライアントを確認する 

 

 

  

ビューアが接続できるクライアントを

確認できます。 
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■接続構成画面からビューアが接続できるクライアントを確認する 

(1) ユーザ一覧から接続構成を参照したいユーザ名を選択します。 

 

 

(2) 「ビューアが接続できるクライアント」を確認します。 

｢標準接続｣は、黒の実線で示され、｢グループ化接続｣は、青の実線で示されます。 

 

 

検索で絞り込むこともできます。 

絞り込みが可能です。 
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4.2.2. 各クライアントへ接続できるビューアの一覧を表示する 

■一覧からクライアントへ接続できるビューアを確認する。 

 

  

クライアントへ接続できるビューアを

確認できます。 

 



 

 114 

■接続構成画面からクライアントへ接続できるビューア一覧を表示する 

(1) ユーザ一覧から接続構成を参照したいユーザ名を選択します。 

 

 

 

(2) 「クライアントに接続できるビューア」を確認します。 

｢標準接続｣は、黒の実線で示され、｢グループ化接続｣は、青の実線で示されます。 

 

 

検索で絞り込むこともできます。 

絞り込みが可能です。 
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4.3. 接続構成を編集する 

4.3.1. 複数の接続先機器へ接続できるようにする (１対 N接続） 

ここでは、異なるユーザ名が設定された複数台の PC やサーバへ接続できるようにする手順を説明し

ます。 

 

下図に示す、アカウント：ID1(user1)～ID3(user3)の 3 アカウントが契約され、グループ化接続は

されていないとします。 

この状態から、ビューア「user1」がクライアント「user2～user3」へ接続するためのグループ化の

手順を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) ビューア「user1」の接続先として指定できるクライアントを全て表示するため、「user1」を選択

します。 

 

グループ化接続 

標準接続 

  クライアント（接続先機

器） 

ビューア（手元端末） 

アカウント：ID1 

 

アカウント：ID3 

アカウント：ID2 

アカウント：ID1 

検索で絞り込むこともできます。 
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(2) 「user1」の「ビューアの接続先が接続できるクライアント」の[接続先クライアントを追加]ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

(3) ビューア「user1」の接続先として指定できる全てのクライアントが表示されます。 

「user2～user3」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「user1」のビューアとグループ化が可能な 

全てのクライアントが表示されます。 

検索で絞り込むこともできます。 
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(4) 「接続先クライアントを追加」で追加した「user2～user3」が接続先クライアントの一覧に追加

されます。端子マークが「    」、「緑」の接続線で表示されます。また、画面上部に「グループ

化接続構成の変更が行われています。」のメッセージが表示されます。 

 

注意：この時点では、マジックコネクトサーバには、変更した内容は反映されません。 

 

 

  

  

「接続先クライアントを追加」で選択し

たユーザが追加されます。 

接続先クライアントに追加されると、 

緑の接続線が表示されます。 
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(5) 変更した内容をマジックコネクトサーバに反映するため、[変更内容をシステムに反映]ボタンを

押します。 

 

 

 

(6) 確認メッセージが表示されますので、[OK]を選択します。 
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(7) ビューア「user1」からクライアント「user2～user3」へ接続可能となった構成が、マジックコネ

クトサーバに反映された内容で表示されます。 

端子マークが「    →    」に変化して、「水色」の接続線と「グループ化接続構成を変更しま

した。」のメッセージが表示されます。 

 

 
 

 

 

  

更新に成功すると青の接続線が表示さ

れます。 
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4.3.2. Windows サーバへ複数のユーザが接続できるようにする （N対 1接続） 

ここでは、1台の Windows サーバへ、複数のユーザが接続できるようにする手順を説明します。 

 

下図に示す、アカウント：ID1（user1）～ID4(user4)の 4 アカウントが契約され、グループ化接続

はされていないとします。 

この状態から、ビューア「user1～user3」がクライアント「user4」へ接続するためのグループ化の

手順を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
グループ化接続 

標準接続 

  クライアント（接続先機器） ビューア（手元端末） 

アカウント：ID2 

アカウント：ID4 

アカウント：ID1 

アカウント：ID3 

アカウント：ID1 

アカウント：ID2 

アカウント：ID3 
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(1) クライアント「user4」を基点とした表示にするため、「user4」を選択します。

 

 

 

(2) 「クライアントに接続できるビューア」の[接続元ビューアを追加]ボタンを押します。 

 

 

 

検索で絞り込むこともできます。 
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(3) クライアント「user4」を接続先として指定できる全てのビューアが表示されます。 

「user1～user3」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

検索で絞り込むこともできます。 

クライアント「user4」とグループ化が可能な

全てのビューアが表示されます。 
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(4) 「接続元ビューアを追加」で選択した「user1～user3」が接続元ビューアのリストに追加されま

す。 

端子マークが「     」、「緑」の接続線が表示されます。また、画面上部に「グループ化接続構成

の変更が行われています。」のメッセージが表示されます。 

 

注意：この時点では、マジックコネクトサーバには、変更した内容は反映されません。 

 

 

  

  

「接続元ビューアを追加」で選択したユ

ーザが追加されます。 

接続元ビューアに追加されると、 

緑の接続線が表示されます。 
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(5) 変更した内容をマジックコネクトサーバに反映するため、[変更内容をシステムに反映]ボタンを

押します。 

 

 

(6) 確認メッセージが表示されますので、[OK]を選択します 
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(7) ビューア「user1～user3」からクライアント「user4」へ接続可能となった構成が、マジックコネ

クトサーバに反映された内容で表示されます。 

端子マークが「    →    」に変化して、「青」の接続線が表示されます。また、 

画面上部に「グループ化接続構成を変更しました。」のメッセージが表示されます。 

 

 

 

  

更新に成功すると青の接続線が表示さ

れます。 
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4.3.3. WOLコントローラ｢MC3000｣を利用する接続構成とする (N対 M接続)  

ここでは、電源オフ状態のオフィス PC を、WOL コントローラ｢MC3000｣でリモートから起動して、接続

できるようにする手順を説明します。 

 

下図に示す、アカウント： ID1（ user1）～ ID2（ user2）と、 MC3000 用アカウント： ID3

（user.mc3000）の計 3アカウントが契約され、グループ化接続はされていないとします。 

この状態から、｢MC3000｣を利用できるようにするため、MC3000 用アカウント「user.mc3000」へビュ

ーア「user1～user2」から接続するためのグループ化の手順を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループ化接続 

標準接続 

  クライアント（接続先機器） ビューア（手元端末） 

アカウント：ID1 

アカウント：ID2 

MC3000 用アカウント：ID3 

アカウント：ID2 

アカウント：ID1 
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(1) クライアント「user.mc3000」を基点とした表示にするため、「user.mc3000」を選択します。 

 

 

(2) 「クライアントに接続できるビューア」の[接続元ビューアを追加]ボタンを押します。 

  

 

検索で絞り込むこともできます。 
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(3) クライアント「user.mc3000」を接続先として指定できる全てのビューアが表示されます。 

「user1～user2」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

検索で絞り込むこともできます。 

「user.mc3000」のクライアントとグループ化

が可能な全てのビューアが表示されます。 
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(4) 「user1～user2」の横に表記されている端子マークをクリックします。 

端子マークが「    」に変化して、「緑」の接続線で表示されます。また、画面上部に「グルー

プ化接続構成の変更が行われています。」のメッセージが表示されます。 

 

注意：この時点では、マジックコネクトサーバには、変更した内容は反映されません。 

 

 

 

  

「接続元ビューアを追加」で選択したユ

ーザが追加されます。 
接続元ビューアに追加されると、 

緑の接続線が表示されます。 
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(5) 変更した内容をマジックコネクトサーバに反映するため、[変更内容をシステムに反映]ボタンを

押します。 

 

 

 

(6) 確認メッセージが表示されますので、[OK]を選択します。 
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(7) ビューア「user1～user2」からクライアント「user.mc3000」へ接続可能となった構成が、 

マジックコネクトサーバに反映された内容で表示されます。 

端 子 マ ー ク が 「     →    」 に 変 化 し て 、「 青 」 の 接 続 線 が 表 示 さ れ ま す 。 

また、画面上部に「グループ化接続構成を変更しました。」のメッセージが表示されます。 

 

 

更新に成功すると青の接続線が表示さ

れます。 
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4.3.4. グループ化接続を削除する 

下図に示す、アカウント：ID1（user1）とアカウント：ID2（user2）が契約され、ビューア ID1

（user1）とクライアント ID2（user2）の間がグループ化接続されているとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、ビューア「user1」からクライアント「user2」へのグループ化接続を削除する手順を説明

します。 

 

(1) ビューア「user1」を基点とした表示にするため「user1」を選択します。 

 

 

グループ化接続 

標準接続 

  クライアント（接続先機

器） 

ビューア（手元端末） 

アカウント：ID1 

アカウント：ID2 アカウント：ID2 

アカウント：ID1 
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(2) クライアント「user2」の横に表記されている端子マークをクリックします。 

端子マークが「   →   」に変化して「灰色 破線」の接続線と「グループ化接続構成の変更が

行われています。」のメッセージが表示されます。 

 

注意：この時点では、マジックコネクトサーバには、変更した内容は反映されません。 

 

 

  

user2 の横にある端子マークをクリッ

クします。 

すると、灰色・破線の接続線が表示さ

れます。 
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(3) 変更した内容をマジックコネクトサーバに反映するため、[変更内容をシステムに反映]ボタンを

押します。 

 

 

 

(4) 確認メッセージが表示されますので、[OK]を選択します。 
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(5) ビューア「user1」に対する構成が、マジックコネクトサーバに反映された内容で表示されます。 
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4.4. グループ化接続の作業を CSV 形式のファイルで行う 

「グループ化接続構成」のダウンロードや編集を、CSV形式のファイルで行う方法を説明します。 

 

■グループ化一括操作画面の表示 

「グループ化接続構成」のダウンロードや編集は「グループ化一括操作画面」で行います。 

「グループ化一括操作画面」はグループ化のページ右肩にある[CSV一括操作]ボタンを押します。 
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グループ化一括操作画面が表示されます。 
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■CSV形式のファイルフォーマットについて 

CSV形式のファイルは、グループ化接続の情報のみで構成され、標準接続の情報は含みません。 

1行が 1組（1:1）のグループ化接続を表します。 

そして、各行は「接続元であるビューアのユーザ名」「,（カンマ）」「接続先であるクライアント

のユーザ名」という形式で記述されます。 

 

■CSV形式のファイル例 

下図の接続構成に対する CSVファイルの内容を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ化接続 

標準接続 

  クライアント（接続先機

器） 

ビューア（手元端末） 

user1 

user2 

user.mc3000 

user2 

source (viewer),destination (client) 

user1,user.mc3000 

user2,user.mc3000 user1 → user.mc3000 に接続 

user2 → user.mc3000 に接続 

1行目はタイトル行です。 

マジックコネクトサーバからダウンロードされた

ファイルに存在します。 

自身でファイルを作成する場合、この行は省略可

能です。 

 

 

user1 
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4.4.1. グループ化接続構成を CSV形式でダウンロードする 

マジックコネクトサーバに登録されているグループ化接続の情報を CSV形式でダウンロードします。 

 

グ ル ー プ 化 一 括 操 作 画 面 の [ 接 続 構 成 を ダ ウ ン ロ ー ド ] ボ タ ン を 押 し ま す 。 

CSV ファイルのダウンロードが開始されます。標準では「group_年月日_時分秒.csv」というファイル

名となっています。 
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4.4.2. グループ化接続構成を CSV形式で一括追加する 

マジックコネクトサーバの既存のグループ化接続の情報を維持した上で、CSV 形式で用意したグループ

化接続の情報を追加登録します。 

 

(1) グループ化一括操作画面の「グループ化接続構成を CSV 形式で一括追加」の[ファイル選択]ボタ

ンを押します。 

 

 
 

 

 

(2) ファイルを選択する画面が表示されますので、アップロードする CSV ファイルを選択して、[開

く]ボタンを押します。 

下図は「group-add.csv」を選択した場合です。 
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(3) 「ファイルを選択」の横に、選択したファイルのファイル名が表示されますので、選択したファ

イルで問題なければ、[接続構成を一括追加]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

(4) 既存のグループ化接続の情報を維持した上で、グループ化接続の情報が追加登録されます。 

 

 

 

選択したファイル名が表示されま

す。 
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4.4.3. グループ化接続構成を CSV形式で一括削除する 

マジックコネクトサーバのグループ化接続の情報から、CSV 形式で用意した情報に一致するデータを

削除します。 

 

(1) グループ化一括操作画面の「グループ化接続構成を CSV 形式で一括削除」の[ファイル選択]ボタ

ンを押します。 

 

 

 

 

(2) ファイルを選択する画面が表示されますので、アップロードする CSV ファイルを選択して、[開

く]ボタンを押します。 

下図は「group-delete.csv」を選択した場合です。 
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(3) 「ファイル選択」の横に、選択したファイルのファイル名が表示されますので、選択したファイ

ルで問題なければ[接続構成を一括削除]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

(4) 既存のグループ化接続の情報を維持した上で、グループ化接続の情報が削除されます。 

 

 

 

 

選択したファイル名が表示されま

す。 
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5.管理機能利用設定 

本機能を利用することで管理画面を利用するための設定を変更できます。 

 

5.1. 管理機能への IP アドレス制限 ..................................................................................................... 145 

5.2. 多要素認証 ................................................................................................................................... 149 

5.3. 監査ログダウンロード .................................................................................................................. 150 

5.4. サブアカウント管理者管理 ........................................................................................................... 153 
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5.1. 管理機能への IP アドレス制限 

アカウント管理者が管理機能へログインできるネットワークを限定する場合に、本機能を利用します。 

 

注意) この機能は、「アカウント管理者」や「サブアカウント管理者」のユーザ名でのログインにのみ

影響します。「一般ユーザ」のユーザ名でのログインには影響しません。 

 

本機能で行った設定は、次回の接続認証から有効となります。 

 

 

ここでは、下記の制限設定を行う手順を説明します。 

グローバル IPアドレス 203.0.113.1 と 198.51.100.1 からのログインのみ許可 

 

 

(1) セキュリティ画面を表示するには、トップ画面から管理機能利用設定をクリックします。 
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(2) 管理機能利用設定トップ画面から「管理機能への IPアドレス制限」をクリックします。 

 

 

(3) 「次の IPアドレスからのログインのみ許可する」にチェックを入れます。 
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(4) 接続を許可するグローバル IP アドレスとサブネットマスクを入力し、[更新]ボタンを押します。 

なお、許可するグローバル IP アドレスの入力欄を追加する場合は、[IP アドレスを追加]ボタンを

押します。 

 

※サブネットマスクの設定により、ネットワークアドレス単位での制限も可能です。 

※登録可能な IPアドレスとサブネットマスクの組は最大 200個までです。 

 

 

 

  

③ 下記のメッセージが表示されますので、[OK]を選択します。 

 

 



 

 148 

(5) 更新が正常に完了すると「設定は正常に更新されました。」と表示されます。 

 

 

 

(6) 以後は、アカウント管理者用のユーザ名では、許可されたグローバル IPアドレス以外からは

ログインできなくなります。 
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5.2. 多要素認証 

管理機能へのログインに多要素認証を利用する場合に、本機能を使って設定します。多要素認証の利

用にはスマートフォンが必要です。 

 

詳しい解説や手順を Webページでご案内しています。 

➢ 「管理機能へのログインに多要素認証を利用する」 

 

  

https://www.magicconnect.net/faq/control/faq_243/
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5.3. 監査ログダウンロード 

アカウント管理者が監査用ログをダウンロードするために使用します。 

 

監査ログには、アカウント管理者やサブアカウント管理者による管理機能の利用履歴が、管理者名と

共に記録されます。これにより、どの管理者がいつログインし、ユーザ管理やグループ化接続構成の

変更、アクセス履歴のダウンロードを実施したか確認することができます。 

 

(1) トップ画面から「管理機能利用設定」をクリックします。 

 

 

(2) 「監査ログダウンロード」をクリックします。 
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(3) 監査ログをダウンロードしたい年月を指定します。 

 

 

 

 

(4) [ダウンロード]ボタンを押します。 

 

  

② 年月指定ダイアログが表示されますので、監査ログをダウ

ンロードしたい年月を指定してください。 

 

③ クリックします。 

① クリックします。 
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(5) 監査ログがダウンロードされます。 

 

監査ログのフォーマットについては Webページでご案内しています。 

➢ 「監査ログのフォーマット」 

 

  

③ 下記のメッセージが表示されますので、[OK]を選択します。 

 

 

https://www.magicconnect.net/faq/way-capable/faq_256/
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5.4. サブアカウント管理者管理 

開通時に発行される「アカウント管理者」の他に「サブアカウント管理者」を作成し、管理作業を分

担することができます。 

 

詳しい解説や手順を Webページでご案内しています。 

➢ 「管理機能による利用者の管理を、複数人で分担する」 

  

https://www.magicconnect.net/faq/control/faq_260/
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6.パスワードの変更（アカウント管理者） 

ログインしているアカウント管理者のパスワードを変更する場合に利用します。 

 

詳しい解説や手順を Webページでご案内しています。 

➢ 「アカウント管理者が自身のパスワードを変更する」 

 

 

https://www.magicconnect.net/faq/control/faq_244/#neo-manager-setselfpassword

